
                地域密着型金融の取組事例（平成 26年度） 

  

 

農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

タイトル メイン強化先、担い手先への訪問活動強化   

ＪＡ名 塩尻市 （長野県） 

 

１ 動機 

（経緯） 

近年の農業従事者の高齢化、後継者不足やＪＡ離れ等が深刻な問題となってい

る。 

このため農業者のメインバンクとしての地位確保、農業者・担い手の満足度向上

のためメイン強化先、担い手経営体等への訪問・面談を実施する必要が急務とな

った。 

 

２ 概要 認定農業者・一般農業者と農業法人を選定して訪問。継続的な訪問・面談を実施

する。 

そのなかで資金のニーズや相談を取り込み、内容によって事業間の連携体制を構

築、より専門的・高度な農業金融サービスを提供してメインバンクとしての満足

度向上を図っていく。 

 

３ 成果 

（効果） 

このような取組みの中で大口・一般農業者への農業振興資金、施設資金等の提案

を行い、新規実行を行なう等成果を得た。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

更なる関係を深めるために、研修および資格の取得による農業融資担当者の育

成、また事業間の連携体制の更なる強化を図り、さまざまなニーズに対応できる

体制を整え、農業者・担い手の満足度向上に努める。 

 

 


